
低価格落札工事配置技術者増員制度実施要領 
 

 

１ 目 的 

  低価格で落札された建設工事については、請負者側にも、その現場に配置する技術者を増員して現

場管理体制を強化するよう求めることにより、請負契約の適正な履行と工事品質の確保を図るもので

ある。 

 

２ 対象工事 

（１）一般競争入札に付する建設工事 

（２）指名競争入札に付する建設工事のうち、予定価格が、建築一般で６千万円・その他３千万円以上

のもの 

（３）その他町長が必要と認める工事 

 

３ 低価格落札者の義務 

（１）対象工事ごとに定める増員基準価格（工事の現場に配置する技術者の増員を求める基準となる価

格をいう。以下同じ。）を下回る価格で落札した者（共同企業体として落札した場合にあっては、

その構成員のいずれか（当該共同企業体が分担施工方式の場合にあっては、その構成員の全員）と

する。）は、当該工事の施工中その現場に、主任技術者又は監理技術者（建設業法（昭和 24 年法律

第 100 号）第１５条第２号に掲げる者であって、当該工事の工種に応じて別に定める条件を備える

ものに限る。）を１名追加して専任で配置しなければならない。この場合、その配置される者は、

当該建設業者との間に直接的かつ恒常的な雇用関係（追加技術者調書（別記様式）の提出日の３ヶ

月以上前から継続している者をいう。）がある者でなければならない。 

（２）対象工事の調達公告又は指名通知においては、その入札参加資格として、（１）に定める事項を

明記するものとする。 

 

４ 増員基準価格の設定 

増員基準価格は、最低制限価格以上予定価格の１０分の８．５以下の範囲内で、当該工事の内容を

勘案して町長が決定する。 

 

５ 落札者の決定手続 

（１）入札を執行する職員は、増員基準価格を下回る価格で入札した者がある場合は落札を保留し、そ

の場で全ての増員対象業者に追加技術者調書（別記様式）の提出を求めるものとする。 

（２）追加技術者調書を提出しない増員対象業者は失格とする。 

（３）確認の結果、適当と判断された増員対象業者のうち、最低の価格をもって有効な入札を行った者

（その者が複数ある場合にあっては、その中からクジにより選定された者）を落札者とする。 

 

６ 主任技術者等選任（変更）通知 

  ５の（３）により落札者となった場合には、琴浦町建設工事執行規則（平成 16 年琴浦町規則第 132

号）第３１条に定める主任技術者等選任（変更）通知に準じた書類を提出する。 

なお、専任された技術者は、退職・入院等特別な理由のない限り変更は認めない。 

 

 

附 則 

 この要領は、平成１８年７月１日から適用する。 



別紙様式 

 

追 加 技 術 者 調 書 
 

 

 
 

会社名 ：                ㊞ 

配置予定技術者の氏名 １（           ） ２（           ） 

継続雇用期間 
年  月 

（昭和・平成 年 月 日採用～提出日）

年  月 

（昭和・平成 年 月 日採用～提出日）

（資格の名称） 

交付年月日 

交付番号 

（             ） 

昭和・平成  年  月  日 

交付番号（         ） 

（             ） 

昭和・平成  年  月  日 

交付番号（         ） 

工事名   

発注機関名   

工 期   

従事役職   

申請時に

おける他

工事の従

事状況等 

本工事を落

札した場合

の対応処置

等 

  

備   考 

監理技術者資格者証（建設業の種類：）

交付年月日 

昭和・平成  年  月  日 

交付番号（         ） 

監理技術者資格者証（建設業の種類：）

交付年月日 

昭和・平成  年  月  日 

交付番号（         ） 

 

備 考 

 １ 追加予定技術者は、２名まで記載することができる。 

   （建設工事入札参加資格審査申請書の職員調書に氏名が記載されていること。） 

 ２ 継続雇用期間には、現在の雇用に至る年月を記載するとともに、監理技術者資格者証（裏面を含む。）

又は健康保険被保険者証等の写しを添付すること。 

３ （資格の名称）は、追加技術者調書を提出する該当工事の調達公告又は指名通知において求められる

資格を記入（例：一級○○○施工管理技士、○○○技能士等）し、資格を有することを証する書面の写

しを添付すること。 

４ 監理技術者資格者証の交付を受けている者にあっては、備考欄に交付番号等を記載すること。 

５ 追加技術者調書提出にあたり、特記事項があれば、備考欄に記載すること。 


